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様式第６号（第17第３項） 

 

業 務 等 質 問 書 

提出日：令和８年４月10日 

発 注 機 関 名 人事課 公  告  日  令和８年３月２３日 

業 務 名 

業 務 箇 所 名 

令和８年度長野県業務改革（BPR）人材育成事業業務 

長野県庁内会議室ほか 

質 問 内 容 ５．業務内容 

（１）BPR に関する集合型研修の企画及び実施 

 

・“受講対象の20名程度”は、長野会場および松本会場を合算した数値

でしょうか？また、その内訳は長野会場10名、松本会場10名でしょう

か？ 

・参加者の所属拠点（場所）はどちらになりますか？現地対応が必要な

場合を想定し、おおよその場所をお伺いしたいです。（飯田、木曽等か

らの参加者の有無など） 

・研修会場において、参加者が接続可能なネットワーク環境は準備可能

しょうか。また、PCは参加者の方が持参いただくことは可能でしょう

か。 

・研修に必要な備品（プロジェクターやスクリーン・延長コード）につ

いては会場に準備いただく認識でよろしいでしょうか。 

 

（２）改革の実装に向けた伴走支援 

・受託者と受講対象者がチャットやデータ共有をできる環境はございま

すでしょうか？ある場合は、具体的な環境内容を教えていただけますで

しょうか？(TeamsやBOX等) 

・期待する効果に、「BPRの成功事例創出」とありますが、いずれかの参

加者が所属する部署で行うイメージでしょうか。 

 

付随業務（業務分担） 

・研修において、テキストは電子データで受講者に共有いただくことは

可能でしょうか？ 
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回答日：令和８年４月15日 

回 答 【研修の参加人数について】 

・長野会場・松本会場であわせて20名程度です。 

・会場間で参加人数の偏りが生じる可能性がありますので、各会場10名ず

つとは限りません。 

・また、人数はあくまで現時点の想定であり、提案により事業効果の最大

化の観点から最適な規模に調整して実施することを予定しています。 

 

【研修受講者の所属拠点について】 

・受講者の勤務場所の定めはありません。そのため、飯田圏域や木曽圏域

の職員が受講者となる可能性もございます。 

 

【研修会場のネットワーク等について】 

・いずれの会場も参加者が接続可能なネットワーク環境が整備されており

ます。 

・参加者がPCを持参して接続することは可能です。 

 

【研修開催時の備品について】 

・プロジェクターやスクリーン・延長コードについては、委託者側で準備

予定です。 

・それ以外の研修に必要な備品については、仕様書（案）別表「備品等の

準備」の通り、委託者・受託者の協議により決定します。 

 

【伴走支援時のコミュニケーション方法について】 

・受託者と受講対象者がチャット・データ共有できる環境はご用意しませ

んので、必要に応じて受託者にて手配願います。 

 

【伴走支援の期待する効果について】 

・「BPRの成功事例創出」とは、参加者が所属する部署での実装を指します

（お見込みの通りです）。 

 

【テキストの格納方法について】 

・テキストを電子データで受講者に共有することは可能です。 

 


